
つばさ２組 国語科学習指導案 
 場 所 つばさ２組教室 

                                      授業者 田中 淳子  

  

１ 単元名・教材名   ６年 読み取ったことや感じたことを表現しよう 「この絵，私はこう見る」 

            ４年 読んで考えたことを話し合おう 「ごんぎつね」   

            ２年 分かりやすくせつめいしよう 「おもちゃの作り方」 

  

２ 指導の立場 （児童の実態と指導観） 

在籍する５名（６年２名，４年２名，２年１名）の児童は，通常学級と同じカリキュラムで学習を進め

ている。自分の思いをうまく言葉に表すことが苦手という課題が，全員にある。学級では，声を出すこと

や自分の言葉で話すことを大切にしてきている。個々の障がいとの関わりで学習がうまく成立していかな

いこともあるが，場面々でのソーシャルスキルトレーニングを活用し，改善を図っている。通常学級で生

活できるようにという保護者や本人の願いが，近い将来実現できるよう日々の訓練を積み重ねていきたい

と考える。 

 

【６年】１学期に町のよさを伝える「パンフレット」作りをし，２学期になってからは，「未来について」自分 

の考えを伝える意見文を書くことを学習してきた。ここでは，前の単元「鳥獣戯画を読む」で学習した「絵 

を読み解いていく筆者のものの見方を学び，自分のものの見方を広げていくこと」を生かして，「絵から 

読みとったこと，感じたこと，自分なりに意味付けしながら書くこと」をねらいとしている。コミュニケ 

ーション能力育成の一環として，自分のものの見方や感じ方に自信がもてるように励ましていきたいと考 

える。  

【４年】本単元では，「会話や心情表現，行動から人物の性格や気持ちを読みとること」「文章を読んで考えた 

ことを発表し合い，一人一人の感じ方の違いがあることに気づくこと」ができるようにさせていく。自 

我が芽生えるこの時期に，「ごん」と「兵十」の心のすれ違いが生み出す結末までの過程で，自分の心の 

奥をじっくり見つめさせたり想像力を高めさせたりしながら読み味わわせたい。そして，今後の交流学習 

での自分の気持ちを伝える努力につなげていく機会とする。  

【２年】本教材「分かりやすくせつめいしよう」は，前の単元で学習したことを活用しながら，さらに生活科や 

図工科と関わらせながら学習を進めていく。特に重点を置くのは，「手順」である。説明書を読んで，友達 

に作ってもらうというめあてをもたせることにより，より分かりやすい手順の書き方を身につけさせてい 

く。時間の順序や主語と述語の呼応を意識して書くことや自分が作業したことを的確に表す言葉を選んで 

使うことができる力を身につけさせていきたい。  

 

３ 単元の目標 

【６年】・絵に興味をもち，進んで教材文を読もうとしたり，絵から読み取ったことを伝え合おうとしたりする

ことができる。                                  【読(1)ア】 

  ・絵から読み取ったことや感じたことを，読者に伝わるように表現や構成を工夫して書くことができる。 

【書(1)イ】 

【４年】・場面の移り変わりに注意しながら，登場人物の性格や気持ちの変化，情景などについて叙述をもとに想 

     像して読むことができる。                             【読(1)ウ】 

    ・文章を読んで考えたことを発表し合い，互いの考えの共通点や相違点に気づくことができる。 

【読(1)オ】 

【２年】・説明の順番を考え，言葉のまとまりに気をつけながら文章を書くことができる。     【書(1)ウ】 

  ・説明書を書くために，必要となる事柄を集めることができる。             【書(1)ア】 

 

 

 

 

 

 



４ 単元の指導計画 

【６年】(全6時間計画) 

【４年】（全１２時間計画） 

過 

程 

時 
主な学習活動 教師の手立て 児童に付けたい力 

 

一 

 

 

 

次 

１ 

 

 

２ 

・全文を通読し，初発の感想をも

とに単元の学習課題を立てる。 

・題名や挿絵から物語の内容を想

像させ，物語に関心をもたせる。 

・段落毎に「ごん」と「兵十」の

行動や気持ちの変化を読み取

り，詳しく読んだことをもとに

話し合うことを知らせる。 

・物語に関心をもち，初発の

感想を百字以内で書く。 

・新出漢字や難語句の意味を

調べ漢字や語句を正しく

理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

二 

 

 

 

次 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

７ 

 

 

 

８ 

・一場面を読み，物語の設定や「ご

ん」の置かれている状況などを

読み取る。 

 

 

 

・一場面を読み，「ごん」と「兵十」

の行動や気持ちを読み取る。 

 

・二場面を読み「ごん」の行動や

気持ちの変化を読み取る。 

 

・三場面を読み「ごん」の行動や

気持ちの変化を読み取る。 

 

・四･五場面を読み「ごん」の行動

や気持ちの変化を読み取る。 

 

 

・六場面を読み「ごん」の行動や

気持ちの変化を読み取る。 

・「いつ，どこ，だれ，何」を文章

から読み取らせる。 

・「ごん」の性格や置かれている状

況について，正確につかみ，そ

こから気持ちを想像させてい

く。 

・行動や気持ちが分かる叙述にラ 

  インを引かせ一人読みをさせ 

  る。 

 

・心内語や行動描写や情景描写に

着目して「ごん」の気持ちを考

えさせる。 

・二場面の後悔する気持ちから，

どんな気持ちへと変わっていっ

たかを考えさせる。 

・二人の会話の間にある「ごん」

の行動に着目し，一緒に会話を

聞いているような臨場感を味わ

いながら，気持ちを考えさせる。 

・五場面で「引き合わない」と思

った「ごん」がなぜ償いを続け

たのかを考えさせる。 

・一場面を正しく音読し，「い

つ，どこ，だれ，何」を文

章から読み取る。 

 

 

 

・「ごん」と「兵十」の行動

や気持ちが分かる叙述に

ラインを引かせ一人読み

をする。 

・挿絵を手がかりに，情景か

ら「ごん」の気持ちを考え

る。 

・「ごん」が「いいこと」と

思った行動が裏目に出て

しまったことに気づく。 

・「ごん」の償いの気持ちが，

「兵十」に伝わっていない

ことへの悲しさや寂しさ

に気づく。 

・兵十の驚きの強さと目をつ

ぶったままうなずく「ご

ん」の気持ちを倒置表現や

情景描写から考える。 

過 

程 
時 主な学習活動 教師の手立て 児童に付けたい力 

 

一 

 

 

次 

１ 

 

 

 

２ 

・学習計画を立てる。 

・３枚の絵から紹介したい絵を選

び，読み取ったことや感じたこ

とを書き出す。 

・自分が選んだ絵の紹介文をどの

順序で書くか決める。 

･「何が」「どのように」描かれて

いるかを読み取る視点を提示

し，選んだ絵から読みとったこ

とや感じたことを出させる。         

・書くときに気をつけることを確

かめさせる。 

・選んだ絵の紹介文を書き，

図書館に掲示して全校の人

たちに見てもらう活動に意

欲をもつ。 

・紹介文の完成までの計画を

立てる。 

 

二 

次 

 

３ 

 

４ 

 

・自分が選んだ作品の紹介文を書

く。          

・表現を工夫して，文章に表す。 

・「鳥獣戯画」で学習したことを

活用させる。       

・書き出し，見る場所や見る方法

を表す表現を取り入れさせる。 

・学習したことを思い出し，

紹介文に取り入れる。 

・文末表現のしかたを工夫す

る。 

三 

 

次 

５ 

 

６ 

・書いた文章を読み合い，互いに

助言しあう。 

・交流学級でも感想を聞く。 

・作品の見方の相違点や共通点，

文章の表現の工夫について感

想を交流させる。 

・友達の文章について，内容

と表現の面から感想を話

す。 

「ごん」と「兵十」の行動や気

持ちの変化をとらえ、感じたこ

とや考えたことを話し合う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三 

 

 

次 

 

９ 

 

10 

11 

 

12 

・「ごんぎつね」を読んで感じたこ

とや考えたことを話し合う。 

・読んで考えたことをもと「続き

話」か「ごん日記」のどちらか

を書く。 

・きつねの出てくる本を読んで感

想を書き交流する。 

・学習したことを振り返るため

に，全文を音読させる。 

 

・活動を選び，理由と伝えたいこ

との中心を書かせる。 

・図書館で調べる。 

 

・正しく音読することがで

きる。 

・詳しく読んで分かったこ

とや考えたことを百字程

度にまとめて書き，初発

の感想とくらべる。 

・続き話か「ごん日記」を

書く。 

・友達に本の紹介をする。 

 

【２年】（全６時間計画） 

過 

程 
時 主な学習活動 教師の手立て 児童に付けたい力 

 

 

一 

 

 

次 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

２ 

・「おもちゃの作り方」の教材文

を読んで，学習の見通しをもつ。 

・生活科や図工科で作った作品の 

  中から題材を選ぶ。 

 

 

 

・「けん玉の作り方」から「分かり

やすい説明のしかた」を見つけ

る。 

・説明書を書く目的意識・相手

意識をもつことができるよう

にする。 

・自分が選んだおもちゃを作るた

めには，どんな材料や道具が必

要か作品をよく見て書き出すこ

とができるようにする。 

・前単元で使った資料を活用し，

分かりやすい説明の仕方がどの

ように使われているかを確かめ

させる。 

・今までに作ったおもちゃ 

 を思い出す。 

 

・作ったときのことを思い 

 出しながら，工夫や苦労 

 したことをメモする。 

 

・「しかけカード」で学習 

 したことを思いだし，分 

 かりやすい説明の仕方を 

 見つける。 

二 

 

 

次 

３ 

 

 

 

 

 

４ 

・おもちゃの作り方の説明書を分か 

  りやすく書く。 

 

 

・作り方や遊び方の説明を書く。 

 

・自分が書いた説明書を読み 

返す。 

 

・説明書を完成させる。 

 

・それぞれのまとまりに書くこと

を整理させる。まとまり毎のプ

リントを準備して，書くことが

分かるようにする。 

・おすすめの遊び方を考えさせ

る。 

・チェック表をもとにして，仲間

に教えてもらったことをメモさ

せる。 

・短冊カードを書き直し，説明文

を完成させる。 

・教材文で見つけた分かり

やすい説明の仕方を活

用して書く。 

・工夫した使い方やおすす

めの遊び方を考える。 

・順序を表す言葉や絵や写

真の位置など直したい

ところを見つける。 

・書いたものを読み直し句

読点や段落などに気を

つけて書く。 

三 

 

 

次 

 

５ 

６ 

 

 

 

 

・自分が書いた説明書を読み返す。 

 

 

・説明書を完成させる。 

・チェック表をもとにして，仲間

に教えてもらったことをメモさ

せる。 

・短冊カードを書き直し，説明文

を完成させる。 

・順序を表す言葉や絵や写

真の位置など直したい

ところを見つける。 

・書いたものを読み直し句

読点や段落などに気を

つけて書く。 



５ 本時のねらい 

【６年】・自分が選んだ作品の紹介文を相手によく分かるように表現を工夫して書くことができる 【書(1)イ】 

【４年】・うなずいた時のごんと火縄銃をとり落とした時の兵十の気持ちを読み取ることができる。【読(1)ウ】 

    ・六場面を兵十の気持ちの移り変わりに気を付けて音読することができる。       【読(1)ア】  

【２年】・分かりやすい説明のしかたを使いながら，まとまりや順序を考えて，おもちゃの作り方を書くことが 

できる。【書(1)イ】 

 

６ 本時の展開                             ＊人権教育の観点 

過

程 

学習活動・内容 予想される内容 指導の 

手立て・支援 

 

 

は 

じ 

め 

 

【６年】     【４年】      【２年】 

１ 「お口の体操」をする。 

２ 本時の課題を確認する 

・口の開け方を意識 

 させる。 
 

・課題が分かる。 

 

 

◎本時に関係のあ

る言葉の練習を

させる。 

◎共通 

○６年 

△４年 

☆２年 

・自分が選んだ絵

の紹介文の下書

きをしよう。 

・六場面を読み撃た

れた後の「ごん」

の気持ちを「兵十」

の会話や情景描写

から読み取ろう。 

・分かりやすい説明

書を書こう。 

 

 

 

 

 

 

な 

 

 

か 

 

 

 

３ 何をどのよう

な順序で書くか

を確かめながら

下書きをする。    

 

４ 友達や先生に 

アドバイスをも 

らう。 

  

 

 

 

 

 

３ 五場面で「引き

合わない」と思っ

た「ごん」がなぜ

償いを続けたのか

を考える。 

４ 兵十の驚きの強

さと目をつぶった

ままうなずく「ご

ん」の気持ちを倒

置表現や情景描写

から考える。 

・書いた文章を読み 

  返す。 

３ それぞれのま

とまりに書くこ

とを確かめ，教材

文を活用しなが

ら下書きをする。 

４ まとまりごと

のプリントに下

書きをする。 

・作った文をノート 

 に書く。 

・作った文を声に出 

 して読む。 

 

◎自分の課題がわ

かって作業を進

める。 

○☆自分の考えを

はっきりさせる

ための文の組み

立てを考える。 

◎自分の気持ちを

文に書く。 

◎作業内容につい

て理解できてい

るかを各自に確

かめる。 

○自分が一番言い

たいことがはっ

きりしているか

を考えさせる。   

◎例題文のよい点

を確認できるよ

うにする。 

○互いに読みあっ 

  てよりよいもの 

に仕上げられる 

ようにする。 

 

お 

わ 

り 

５ アドバイスを

次時の推敲に生

かせるようにメ

モを取る。 

６ 次時の活動を

知らせる。 

５ 「ごん」の行動

や気持ちの変化を

俳句で表す。 

 

６ 次時の活動を知

らせる。 

５ 作った文を声

に出して読む 

 

 

６ 次時の活動を

知らせる。 

◎学習後の感想を

話す。 

 

◎発表する時に，分

かったことやが

んばったことを

話すように確か

める。 

 

 

評

価 

規

準 

・自分が選んだ絵 

  の紹介文を，相 

  手に分かるよう 

  に表現を工夫し 

  て書いている。

【書(1)イ】 

 

・うなずいた時のご

んと火縄銃をとり

落とした時の兵十

の気持ちを読み取

っている。 

【読(1)ウ】 

 

・まとまりや順序を 

 考えて，おもちゃ 

 の作り方を書い 

 ている。       

【読(1)イ】 

 

 ＊言葉を手がかり

に主人公の気持

ちを豊かに想像

したり，相手に分

かりやすく伝え

るために表現し

たりする力を育

てる。 

（自己啓発力） 




